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１１月７日、ナイスアリーナを会場に第２回ゆりほんじょう
ショッピングモールが開催され、目当ての商品を買い求める
多くの人でにぎわいました。　　　　　　　　　（記事４㌻）

ハガキ、
ファクシミリ、
電子メールで
ご応募ください。
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Q1  石沢小学校の創立当時の児童数は何人？ Q2

１.  リクレーション広場
２.  レクレーション広場
３.  レクリエーション広場

本荘地域の指定雪捨て場は
マリーナ脇の○○広場？

1212// 1717（木
）（木）までまで12/17（木
）まで
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松月園から「カルビ１人前サービス券」を５人にプレゼント！
■応募資格／市内にお住まいの方（応募は１人１通）。クイズの答え（２問）と広報紙に対する
　ご意見やご感想など「おたより」を添えてお申し込みください。
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崎
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「秘伝のタレと上質な肉の仕入れが味の決め手です」と話す佐藤さん夫妻

店内は感染症対策も徹底
されていて、ゆったりと
くつろげる個室も２部屋
完備

１.  　４０人
２.  　４７人
３.  ２４１人
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情
報
ラ
ン
ド
」で
の
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月
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木

○営業時間／
  17時～23時
○定休日／月曜
※昼営業は応相談

松月園

番
組
も
ぜ
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楽
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く
だ
さ
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▲鮮やかな霜降り
　の特上カルビ

▲独特の酸味が特徴
　の自家製キムチ

※個人情報は記載内容の確認、プレゼントの発送の
　ために使用し、この目的以外には使用しません。

今
回
は
、
大
内
地
域
の「
松
月
園
」
で
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る
市
内
各
地
域
の
「
人
気
の
お
店
」、「
頑
張
る
会
社
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

元気なお年寄りは肉好きが多く、年配の方でも
ペロリとたいらげていくというカルビ（２人前）

「ジュ～」という音とともに
香ばしい香りが食欲をそそる
石焼きビビンバ

■
よ
ろ
こ
び

「
お
い
し
か
っ
た
、ま
た
来
る

よ
」
な
ど
と
言
っ
て
も
ら
え
る

こ
と
。
作
り
手
と
し
て
の
や
り

が
い
と
店
を
や
っ
て
い
て
良

か
っ
た
と
実
感
す
る
。
お
客
さ

ん
か
ら
の
言
葉
に
は
本
当
に
頭

の
下
が
る
思
い
で
す
。

■
こ
れ
か
ら

　

息
子
は
飲
食
業
に
対
し
て
前

向
き
な
の
で
、
将
来
的
に
は
３

代
目
と
し
て
こ
の
店
を
引
き
継

が
せ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
今

後
も
地
元
と
の
つ
な
が
り
を
大

事
に
し
て
、
先
代
か
ら
受
け
継

い
だ
伝
統
の
味
を
守
り
続
け
て

い
き
た
い
。

■
あ
ら
ま
し

昭
和
48
年
に
佳
子
さ
ん
の
両

親
が
焼
き
肉
店
「
松
月
園
」
を

創
業
。
平
成
元
年
、
本
荘
地
域

へ
新
た
に
同
名
の
店
を
開
く
と
、

佳
子
さ
ん
の
両
親
は
本
荘
の
店

へ
拠
点
を
移
す
。
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
大
内
の
店
は
嘉
洋
さ
ん

と
佳
子
さ
ん
が
２
代
目
と
し
て

引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。
嘉

洋
さ
ん
は
元
々
会
社
員
で
、
32

歳
で
の
飲
食
業
へ
の
転
身
に
不

安
を
抱
え
て
い
た
が
、
先
代
が

築
い
た
土
台
を
軸
に
経
営
を
軌

道
に
乗
せ
た
。

　

客
層
は
地
元
の
岩
谷
地
区
を

中
心
に
、
由
利
本
荘
市
内
や
秋

田
市
方
面
か
ら
の
リ
ピ
ー
タ
ー

も
多
い
。
予
算
に
合
わ
せ
た
宴

会
も
で
き
、
職
場
の
飲
み
会
や

ス
ポ
少
の
慰
労
会
な
ど
で
も
利

用
さ
れ
て
い
る
。

■
お
す
す
め

　

肉
は
品
質
の
良
い
も
の
を
独

自
の
ル
ー
ト
で
仕
入
れ
て
い
て

「
カ
ル
ビ
」
と
「
石
焼
き
ビ
ビ

ン
バ
」
が
現
在
の
主
力
。
カ
ル

ビ
は
ほ
と
ん
ど
の
お
客
さ
ん
が

注
文
す
る
定
番
の
一
品
で
、
石

焼
き
ビ
ビ
ン
バ
は
女
性
に
人
気

が
あ
る
。
タ
レ
は
長
年
継
ぎ
足

さ
れ
た
も
の
を
先
代
か
ら
受
け

継
い
で
い
て
、
季
節
に
よ
っ
て

わ
ず
か
だ
が
味
に
変
化
を
つ
け

て
い
る
。
焼
き
肉
各
種
は
焼
く

前
の
状
態
で
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も

可
能
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
需

要
も
高
ま
っ
て
い
る
。
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▲

▲

遠赤外線効果
でジューシーな
焼き上がりに



 「このような受章により評価いただき、ありが
たいことと思います。今まで自分を支えてきて
くれた人に感謝しています」と話す石渡さん。

瑞
宝
小
綬
章　
防
衛
功
労

〈
秋
の
叙
勲
〉

　石渡さんは昭和46年に航空自衛
隊に入隊し、青森県、長崎県などで
要撃管制官として勤務したのち、第
12高射隊長や北部航空警戒管制団
の副指令など、主に領空を監視する
業務に務め、平成16年に空将補と
して退職するまで37年余りにわた
り日本の平和や安全のために尽力さ
れました。

石 渡  　 剛 さん
（72歳・東由利蔵）

 「先人先輩、地域の皆さまのご指導と、同僚や
家族に支えられながら、社会の安全に寄与する
業務に長年携われたことにより受章できたもの
と、多くの皆さまに深く感謝申し上げます」と
話す佐々木さん。

瑞
宝
双
光
章　
消
防
功
労

　佐々木さんは昭和48年に矢島町
ほか二町村消防一部事務組合消防士
となり、平成27年まで42年にわた
り消防業務に従事されました。多く
の現場で陣頭指揮を執ったほか、消
防本部警防課主幹兼課長や由利本荘
市消防長を歴任するなど、消防組織
の発展向上に尽力されました。

佐々木 助 行 さん
（66歳・矢島町元町）
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旭
日
単
光
章　
農
業
振
興
功
労

　畠山さんは昭和35年から農業に
従事し、平成３年に大内町農業協同
組合理事に就任。平成９年、秋田し
んせい農業協同組合の誕生後は同年
から理事、平成13年から代表理事
専務、平成23年からは代表理事組
合長を歴任するなど、長きにわたり
農業協同組合と地域農業の発展に尽
力されました。

畠 山  勝 一 さん
（79歳・平岫）

〈
秋
の
叙
勲
〉

 「地域住民をはじめ多くの皆さま、そして妻の
支えがあってこその受章と思っています。 ＪＡ
組織を通して『農家の声』を政府に届けるため、
農政活動に力を注いできたことが一番の思い出
です」と話す畠山さん。

旭
日
双
光
章　
食
品
衛
生
功
労

〈
秋
の
叙
勲
〉

　冨樫さんは昭和59年に飲食店
「麺・喰い・工房なかみち」を開業。
平成元年に㈳秋田県食品衛生協会食
品衛生指導員となり、以来32年余り
にわたり行政と密接に連携を取りな
がら積極的に巡回指導を行い、また、
同協会副会長や由利本荘食品衛生協
会会長を歴任するなど、食品衛生知
識の普及啓発に尽力されています。

 「身に余る光栄であり感激の極みです。私の業
績というよりも、これまでの皆さまとの活動が
認められた結果と思っています。今後も変わら
ぬご支援を賜りますようお願い申し上げます」
と話す冨樫さん。

冨 樫  克 雄 さん
（74歳・薬師堂）

瑞
宝
単
光
章　
消
防
功
労

　那須さんは昭和49年に岩城町の
消防団員となり、副分団長を務めた
ほか、合併後も由利本荘市の消防団
員として、分団長や岩城副支団長を
務めるなど、平成25年まで39年余
りにわたり、災害時の迅速な対応や
火災予防活動の啓発、団員の育成指
導に尽力されました。

那 須  勝 弘さん
（72歳・岩城冨田）

瑞
宝
単
光
章　
消
防
功
労

〈
第
35
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
〉

〈
秋
の
叙
勲
〉

〈
秋
の
叙
勲
〉

　小野さんは昭和41年に鳥海村の
消防団員となり、副分団長や分団長
を歴任。合併後も由利本荘市消防団
員として班長を務めるなど、平成
21年まで42年余りにわたり、災害
時の迅速な対応や火災予防活動の啓
発、団員の育成指導に尽力されまし
た。

 「消防団員としての人生は、勉強になることを
さまざま経験させてもらいました。このたびの
受章で、周囲の皆さんにあらためて感謝してい
ます」と話す那須さん。

 「このような章をいただき、光栄です。地元の
方々や関係各位のご指導のおかげと、感謝して
います」と話す小野さん。

小 野 貞之助 さん
（75歳・鳥海町百宅）

瑞
宝
小
綬
章　
法
務
行
政
事
務
功
労

〈
秋
の
叙
勲
〉　佐藤さんは昭和51年に法

務省公安調査庁に入庁。東京
の公安調査庁や日本各地の公
安調査局で国内外の公安情報
の収集・分析業務に務め、平
成22年に四国公安調査局長
として退職するまで、34年
にわたり法務行政に多大な功
績を残されました。

 「このたびの受章は職場の先輩方や家
族をはじめとする今までお世話になっ
た皆さまのおかげです。深く感謝して
おります」と話す佐藤さん。

佐 藤  洋 介 さん
（70歳・矢島町舘町）

叙
勲

長
年
に
わ
た
る
功
績
を
た
た
え
て

　

こ
の
ほ
ど
「
秋
の
叙
勲
」

「
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
」
が

発
表
さ
れ
、
本
市
で
は
７
人

の
方
が
受
章
し
ま
し
た
。

広報ゆりほんじょう 令和２年12月１日号

誠におめでとうございます栄えある受章

おめでとうございます

 「身に余る栄誉をいただき、これも多くの皆さ
まの支援のおかげと感謝しています。今後も市
民福祉の向上に全力を注いでいきたいと思いま
す」と話す伊藤さん。

　伊藤さんは平成９年に旧大内町議
会議員に当選以来、市町村合併後は
由利本荘市議会議員として現在まで
通算７期、23年余りの長きにわた
って議員を務め、卓越した見識と豊
かな経験を十分に発揮し、市民生活
の安定と住民福祉の向上のために尽
力されています。

県地方自治功労 伊藤　順男さん
　　　　　　（68歳・大谷）

 「皆さまのご協力があってこその活動であり受
賞です。本当にありがたく心から感謝していま
す」と話す鷹島さん。

　鷹島さんは市の行政相談委員を平
成17年から現在まで15年以上務め、
定例相談所を開設し、行政手続きに
関する相談の解決や不便な道路状況
の改善に導くなど、地域の身近な相
談相手として尽力されています。

総務大臣表彰 鷹島　峯雄さん
　　　（80歳・西目町出戸）

統計調査表彰

　◇農林水産大臣表彰
　　　小嶋　　宏さん （81歳・北福田）
　　　豊島　義隆さん （69歳・鳥海町上川内）
　　　高野　和弘さん （73歳・赤田）

　◇経済産業大臣表彰
　　　長田　俊三さん （76歳・大鍬町）
　　　佐藤　久幸さん （68歳・鳥海町伏見）

　◇県知事表彰
　　　鈴木　　博さん （80歳・東由利宿）
　　　髙橋正知世さん （71歳・川口）
　　　今野　敬子さん （71歳・石脇）

　統計調査に係る功績が認められ、次の方々が表彰を受けました。



石
沢
小
学
校
閉
校
記
念
式
典

１
４
７
年
の
歴
史
に
幕
、あ
ら
た
な
飛
躍
誓
う

図
書
館
で
調
べ
て
ま
と
め
て
み
よ
う
！

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
作
品
を
表
彰
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五役会議
鳥海山・飛島ジオパーク再認定審査 現地調査（酒田市） 
あゆの森公園 オープニングセレモニー
五役会議 
日沿道を活用した今後の本荘由利地域の地域展開に関する意見交換会（にかほ市）
大内B＆G海洋センター修繕助成決定書授与式祝賀会
大内B＆G海洋センター修繕助成決定書授与式 
市議会臨時会
子吉財産区議会定例会
由利本荘市民まつり オープニングセレモニー 
義平福顕彰碑除幕式
五役会議 
各期成同盟会等合同要望活動（秋田市）
県市長会定例会（男鹿市） 
五役・部長・支所長会議 
奥羽横断駅伝競走大会
五役会議 
市除雪安全祈願祭 
市社会福祉協議会功労者表彰式
市功労者顕彰式
各期成同盟会等合同要望活動（県内）

大内B＆G海洋センター修繕助成決定書授与式祝賀会
B＆G財団来市時特産品お土産
ハンガリー建国記念日を祝うレセプションお祝い

※市ホームページ「市長室からこんにちは」もご覧ください
10月5日㈪
9日㈮
11日㈰
12日㈪

14日㈬

15日㈭

17日㈯

19日㈪

20日㈫

22日㈭
24日㈯

26日㈪

27日㈫
29日㈭
30日㈮

10月14日㈬

22日㈭

◆「市長の行動」報告（10月分）
　

市
内
の
図
書
館
や
学
校
図
書
館

を
利
用
し
、
調
べ
て
ま
と
め
た
作

品
を
対
象
に
し
た
「
第
３
回
由
利

本
荘
市
図
書
館
を
使
っ
た
調
べ
る

学
習
コ
ン
ク
ー
ル
」
。
今
年
は
市

内
の
小
学
生
14
人
と
高
校
生
１
人

か
ら
計
15
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、

上
位
入
賞
者
が
在
校
す
る
岩
城
小

と
矢
島
小
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
う
ち
岩
城
小
学
校
で
は
11

月
13
日
、
出
席
し
た
児
童
５
人
に

秋
山
教
育
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
の
は
牧
野
湊
介
さ
ん
（
岩
城
小

５
年
）
が
点
字
に
つ
い
て
調
べ
た

作
品
「
指
先
の
目
で
見
よ
う
！
〜

点
字
を
通
し
て
視
覚
障
害
を
学
ぶ

〜
」
で
、
牧
野
さ
ん
は
「
箇
条
書

き
で
ま
と
め
る
な
ど
、
分
か
り
や

す
い
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。
受

賞
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
土
田
透
矢
さ
ん
（
矢
島

小
５
年
）
の
作
品
「
金
属
は
す
ご

い
！
」
は
佐
藤
憲
一
顕
彰
会
長
賞

を
受
賞
。
牧
野
さ
ん
と
土
田
さ
ん

の
２
つ
の
作
品
は
、
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
へ
推
薦
さ
れ
る
こ
と
に
決

ま
り
ま
し
た
。

□
主
な
受
賞
者

▼
最
優
秀
賞…

牧
野
湊
介
さ
ん　

▼
佐
藤
憲
一
顕
彰
会
長
賞…

土
田

透
矢
さ
ん　

▼
由
利
本
荘
市
図
書

館
賞…

平
澤
瑠
海
さ
ん
（
西
目
小

４
年
）
▼
優
秀
賞…

金
子
唄
子
さ

ん
（
西
目
小
６
年
）
、
鈴
木
亜
虹

さ
ん
（
由
利
高
２
年
）

　

来
年
４
月
に
閉
校
し
、
小
友
小

学
校
と
統
合
す
る
石
沢
小
学
校
の

閉
校
記
念
式
典
が
、
11
月
３
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
児
童
47
人
と
保
護
者

や
関
係
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
を
合

わ
せ
て
２
４
１
人
が
出
席
。
式
典

で
は
長
谷
部
市
長
が
「
何
事
に
も

耐
え
が
た
い
寂
し
さ
が
あ
る
と
思

う
が
、
児
童
に
は
石
っ
子
と
し
て

の
自
信
と
誇
り
を
胸
に
、
新
た
な

歴
史
を
作
っ
て
く
れ
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
松
本
健
校
長
は
「
石
沢

小
の
輝
か
し
い
歴
史
は
小
友
小
に

引
き
継
が
れ
て
い
く
。
児
童
た
ち

が
古
里
へ
の
思
い
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
新
し
い
仲
間
と
一
緒
に
心

豊
か
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
を

祈
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
児
童
代
表
の
小
松
史
佳
さ

ん
（
６
年
）
が
校
旗
返
納
を
行
い
、

松
本
校
長
、
長
谷
部
市
長
へ
と
渡

り
、
納
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
全
校
児
童
が
、

学
校
生
活
の
思
い
出
な
ど
を
言
葉

に
し
た
詩
を
群
読
し
、
石
沢
太
鼓

を
力
強
く
披
露
。
そ
し
て
「
石
沢

小
学
校
は
終
わ
ら
な
い
。
あ
り
が

と
う
１
４
７
年
の
絆
。
ふ
る
さ
と

石
沢
の
想
い
、
い
つ
ま
で
も
」
と

感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、
卒

業
生
が
作
詞
し
石
沢
へ
の
思
い
を

つ
づ
っ
た
歌
「
石
沢
ふ
る
さ
と
の

歌
」を
斉
唱
す
る
と
、
会
場
は
鳴
り

止
ま
な
い
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
小
松
エ
イ
さ
ん
（
76

歳
・
湯
沢
）
は
「
あ
ら
た
め
て
石

沢
小
が
無
く
な
る
と
実
感
し
て
、

と
て
も
寂
し
い
気
持
ち
だ
が
、
石

沢
の
子
ど
も
た
ち
に
は
こ
れ
か
ら

も
素
直
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

が
主
催
す
る「
新
型
コ
ロ
ナ・ガ
イ

ト
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」が
11
月
２

日
に
市
内
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、

由
利
本
荘
市
と
に
か
ほ
市
の
組
合

員
ら
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
由
利
本
荘
保
健

所
の
永
須
昭
夫
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、前
半
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
特
徴
や
性
質
な
ど
の
基
本

的
事
項
を
、後
半
は
理
容
所
で
行

う
消
毒
方
法
な
ど
の
実
践
的
事

項
を
学
び
ま
し
た
。具
体
的
な
消

毒
方
法
に
つ
い
て
、カ
ミ
ソ
リ
な
ど

皮
膚
に
直
接
触
れ
る
器
具
は
煮

沸
消
毒
器
や
エ
タ
ノ
ー
ル
で
、そ

れ
以
外
の
器
具
は
紫
外
線
照
射

や
蒸
し
器
で
行
う
な
ど
、そ
れ
ぞ

れ
温
度
や
濃
度
、時
間
な
ど
の
数

値
と
と
も
に
示
さ
れ
る
と
、参
加

者
は
真
剣
な
表
情
で
メ
モ
を
取
っ

て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
三
浦
渉
さ
ん（
49

歳
・二
番
堰
）は「
今
日
学
ん
だ
こ

と
も
含
め
、今
後
も
店
内
で
の
消

毒
や
換
気
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、

お
客
さ
ん
が
安
心
し
て
来
店
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
き

た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

秋
田
県
指
導
農
業
士
に

松
田
さ
ん
が
認
定

　

地
域
の
農
業
活
性
化
を
担
い
、

新
規
農
業
者
へ
の
育
成
指
導
の
役

割
が
期
待
さ
れ
る
秋
田
県
指
導

農
業
士
に
、松
田
信
義
さ
ん（
51

歳
・
矢
島
町
荒
沢
）が
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

松
田
さ
ん
は
水
稲
と
リ
ン
ド
ウ

の
複
合
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。特
に
リ
ン
ド
ウ
は
平
成
22
年

か
ら
収
穫
が
始
ま
っ
た
矢
島
地
区

の
リ
ン
ド
ウ
栽
培
を
引
っ
張
る

リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
、今
後
も
地
域

の
花
き
生
産
者
の
指
導
、担
い
手

の
育
成
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆市長交際費の報告
（１）弔　事 （円）

合　計
支出額
40,000

件　　　　　数
２　件

（２）会費等

合　計

支　出　内　容 支出額支出日
5,000
6,593
3,000
14,593

副市長交際費執行状況

合　計
10月14日㈬

支　出　内　容 支出額支出日
5,000
5,000

大内B＆G海洋センター修繕助成決定書授与式祝賀会会費（九嶋副市長出席）

　
コ
ロ
ナ
禍
で
消
費
が
落
ち
込
ん

だ
市
内
事
業
者
を
応
援
し
、消
費

者
に
と
っ
て
も
楽
し
い
買
い
物
の

場
を
提
供
す
る
ゆ
り
ほ
ん
じ
ょ
う

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
11
月
７

日
、ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
回
目
と
な
る
今
回
は
、前
回

よ
り
９
つ
増
え
30
店
舗
が
出
店
。

農
産
物
や
加
工
品
、工
芸
品
な

ど
、多
彩
な
商
品
が
並
び
、思
い

思
い
の
商
品
を
両
手
い
っ
ぱ
い
に

買
い
求
め
る
人
の
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。ま
た
、各
店
舗
の
商
品
が

当
た
る「
お
楽
し
み
抽
選
会
」も

行
わ
れ
、大
当
た
り
の
ベ
ル
が
鳴

る
た
び
に
、う
れ
し
そ
う
な
声
が

響
き
ま
し
た
。

　

友
人
と
訪
れ
た
渡
辺
鉱
子
さ

ん（
71
歳
・
岩
城
内
道
川
）は「
応

援
し
た
い
お
店
の
商
品
や
、欲
し

か
っ
た
も
の
を
た
く
さ
ん
買
え
て

大
満
足
で
す
。初
め
て
来
ま
し
た

が
、す
ご
く
い
い
催
し
。次
回
も
ぜ

ひ
来
た
い
で
す
」と
笑
顔
で
話
し

ま
し
た
。

4広報ゆりほんじょう 令和２年12月１日号

躍動感あふれる石沢太鼓の演奏

校旗返還

最優秀賞を受賞した牧野さん

閉
校
記
念
事
業
実
行
委
員
会
が
校
門
付
近
に
設
置

し
た
閉
校
記
念
碑
。「
あ
り
が
と
う
石
沢
小
学
校
」

は
児
童
の
代
表
が
毛
筆
で
し
た
た
め
ま
し
た
。

　

「
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
か
な
い
と
と
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
地
域
の
高
齢
化
に
よ

る
担
い
手
不
足
の
解
消
の
た
め
、
生
産
者
の
方
に

指
導
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
す
松
田
さ
ん
。

市内事業者らで共同開発された洋菓子の試食
販売。地場産の卵や麹などが使われている。

第
２
回
ゆ
り
ほ
ん
じ
ょ
う
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

ア
リ
ー
ナ
開
催
、
さ
ら
に
に
ぎ
わ
う

【
石
沢
小
学
校
の
歴
史
】

明
治
７
年
３
月　

創
立
（
児
童
数
40
人
）

明
治
15
年
８
月　

和
風
２
階
建
て
校
舎
落
成

昭
和
４
年
９
月　

新
校
舎
落
成

昭
和
20
年
５
月　
東
京
か
ら
１
０
９
人
集
団
疎
開

昭
和
29
年
３
月　

石
沢
村
立
か
ら
本
荘
市
立
へ

昭
和
33
年
４
月　

児
童
数
ピ
ー
ク
７
０
５
人

昭
和
42
年
３
月　

山
内
分
校
廃
校

昭
和
62
年
９
月　

新
校
舎
竣
工

平
成
７
年　
　
　

絆
の
茂
里
整
備

平
成
11
年
４
月　

「
ホ
タ
ル
を
取
り
戻
そ
う
」

　
　
　
　
　
　
　

取
り
組
み
開
始

平
成
17
年
４
月　

科
学
技
術
分
野
・
読
書
活
動

　
　
　
　
　
　
　

優
秀
実
践
の
２
件
の
文
部
科

　
　
　
　
　
　
　

学
大
臣
賞
受
賞

令
和
２
年
11
月　

閉
校
記
念
式
典
を
挙
行

新
型
コ
ロ
ナ
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

新
型
コ
ロ
ナ
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

理
容
師
が
感
染
症
へ
の
対
応
を
学
ぶ

理
容
師
が
感
染
症
へ
の
対
応
を
学
ぶ

新
型
コ
ロ
ナ
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

理
容
師
が
感
染
症
へ
の
対
応
を
学
ぶ



　
本
荘
を
後
に
し
て
55
年
が
過
ぎ
た
１

９
４
７
年
生
ま
れ
の
団
塊
世
代
。
本
荘

高
校
は
１
学
年
９
ク
ラ
ス
４
５
０
人
で
、

私
達
の
ク
ラ
ス
だ
け
が
実
験
的
に
男
女

半
々
。
授
業
後
に
教
員
室
で
指
導
を
受

け
た
り
、
誘
い
合
っ
て
先
生
の
自
宅
を

訪
問
し
て
教
え
を
受
け
た
り
と
、
授
業

で
は
厳
し
く
て
も
先
生
と
生
徒
の
関
係

は
人
間
味
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
男
女

隔
て
な
く
個
々
の
生
き
方
を
尊
重
す
る

価
値
観
は
、
高
校
時
代
に
身
に
つ
い
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
学
で
は
、
毎
日

新
聞
の
販
売
店
な
ど
の
お
世
話
に
な
り

な
が
ら
生
活
費
は
ア
ル
バ
イ
ト
で
、
授

業
料
は
本
荘
市
の
奨
学
金
を
貸
与
し
て

い
た
だ
い
て
納
め
ま
し
た
。
今
は
無
理

で
し
ょ
う
が
、
当
時
は
私
大
で
も
仕
送

り
の
な
い
仲
間
が
沢
山
い
て
、
一
生
懸

命
で
し
た
。

　
卒
業
し
て
浅
利
慶
太（
故
）が
創
立
し

た
劇
団
四
季
に
参
加
し
て
、
秋
田
県
を

は
じ
め
東
北
の
営
業
担
当
を
命
じ
ら
れ

ま
し
た
。「
故
郷
に
劇
団
の
舞
台
を
実

現
し
な
さ
い
」。
私
に
と
っ
て
、
文
化

の
一
極
集
中
を
是
正
す
る
と
い
う
劇
団

の
理
念
を
実
践
す
る
最
初
の
仕
事
が
秋

田
に
な
っ
た
の
は
、
嬉
し
い
こ
と
で
し

た
。
美
倉
町
に
開
設
さ
れ
た
文
化
会
館

で
の
「
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
物
語
」
な
ど

の
観
客
動
員
を
本
荘
の
皆
さ
ん
が
一
生

懸
命
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
、

今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
劇
団
の
公
演
は
年
間
３
千
回
、
３
０

０
万
人
の
お
客
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

い
て
き
ま
し
た
。
カ
ダ
ー
レ
で
は
２
０

０
９
年
か
ら
「
こ
こ
ろ
の
劇
場
」
に
小

学
６
年
生
を
全
員
招
待
し
て
観
劇
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
と
来
年
は
コ

ロ
ナ
禍
で
残
念
な
が
ら
お
休
み
し
ま
す

が
、
早
期
に
再
開
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
劇
団
で
の
生
活
も
50
年
に
な
り
ま
し

た
が
、
今
日
ま
で
ど
ん
な
時
も
私
を
支

え
て
く
れ
た
の
が
、
故
郷
の
海
と
山
と

人
の
記
憶
で
す
。
片
時
も
忘
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
心
か
ら
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　
私
に
と
っ
て
、   

ふ
る
さ
と   

と
い
え

る
の
は
旧
本
荘
市
で
す
。
生
ま
れ
た
の

は
違
う
の
で
す
が
、
幼
稚
園
か
ら
高
校

卒
業
ま
で
本
荘
で
育
ち
、
暮
ら
し
ま
し

た
。
も
っ
と
も
住
む
家
は
、
５
か
所
ほ

ど
移
り
変
わ
っ
て
ま
す
が
。
父
の
仕
事

の
関
係
で
官
舎
住
ま
い
を
し
て
い
ま
し

た
の
で
、
引
っ
越
し
が
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。

　
高
校
を
卒
業
し
、
大
学
進
学
の
た
め

上
京
し
て
か
ら
は
、
年
に
一
、
二
度
帰

る
だ
け
の
場
所
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
懐
か
し
い
ふ
る
さ
と
で
あ
る
こ

と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
た
ま
に

開
催
さ
れ
る
中
学
校
の
同
窓
会
な
ど
に

は
、
で
き
る
だ
け
参
加
す
る
よ
う
に
し

て
お
り
ま
す
。

　
平
成
17
年
３
月
、
本
荘
由
利
一
市
七

町
が
合
併
し
、
由
利
本
荘
市
が
誕
生
し

た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
当
時
私
は
、

首
都
圏
在
住
の
本
荘
出
身
者
で
構
成
す

る
「
本
荘
ふ
る
さ
と
会
」
の
役
員
を
し

て
お
り
、
総
会
で
ご
挨
拶
さ
れ
る
市
長

さ
ん
の
お
話
を
大
変
興
味
深
く
拝
聴
し

て
お
り
ま
し
た
。
大
き
く
な
っ
た
由
利

本
荘
市
を
応
援
す
る
気
持
ち
が
強
か
っ

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
時

に
、
本
荘
の
み
な
ら
ず
、
矢
島
や
鳥
海
、

由
利
な
ど
合
併
し
た
地
域
に
も
関
心
が

向
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
い

う
の
も
、
一
市
七
町
が
合
併
し
た
こ
と

に
伴
い
、
ふ
る
さ
と
会
も
結
束
し
よ
う

と
い
う
こ
と
で
、「
由
利
本
荘
ふ
る
さ

と
会
連
合
会
」
を
平
成
20
年
６
月
に
設

立
し
、
お
互
い
の
交
流
が
活
発
に
な
っ

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
昨
年
、令
和
元
年
７
月
、わ
が

「
本
荘
ふ
る
さ
と
会
」
を
名
称
変
更
し
、

「
由
利
本
荘
市
ふ
る
さ
と
会
」
の
誕
生

と
な
り
ま
し
た
。
各
ふ
る
さ
と
会
の
役

員
の
方
た
ち
も
入
会
さ
れ
て
ま
す
の
で
、

み
ん
な
で
、
ふ
る
さ
と
由
利
本
荘
市
を

応
援
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
と
は
、
も
し
も

の
時
に
、
あ
な
た
の
大
切
な
家
族
へ
自
分

の
思
い
や
考
え
を
伝
え
る
た
め
に
書
き
記

す
も
の
で
す
。
遺
言
書
の
「
死
後
の
財
産

分
与
」
と
は
違
い
法
的
効
果
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

自
分
の
こ
と
、
家
族
へ
の
感
謝
、
身
の

回
り
の
こ
と
、
医
療
・
介
護
の
こ
と
、
葬

儀
、
お
墓
の
こ
と
な
ど
を
自
由
に
、
何
度

書
き
直
し
て
も
よ
い
も
の
で
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢

者
家
族
の
認
知
症
や
介
護
支
援
な
ど
の

相
談
を
数
多
く
受
け
て
い
ま
す
が
、
本
人

と
家
族
の
思
い
と
が
合
わ
な
い
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。

し
っ
か
り
と
意
思
表
示
が
で
き
る
う
ち

に
、
日
頃
の
家
族
へ
の
感
謝
を
伝
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
準
備
、
整
理
を
し
て
お
く

こ
と
で
、
自
分
と
家
族
の
大
切
な
時
間

を
心
穏
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
修

会
「
笑
顔
の
終
活
に
向
け
て
〜
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
を
綴
っ
て
み
よ
う
〜
」
を
毎
年
各
地
域
で

行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
岩
城
・
鳥
海
地
域
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
講
師
の
小
野
さ
ん
の
講
話
「
心

づ
も
り
〜
伝
え
て
く
だ
さ
い
あ
な
た
の
想
い
〜
」

の
後
に
、５
、６
人
の
グ
ル
ー
プ
で
一
人
一
人
が

ノ
ー
ト
に
記
入
し
な
が
ら
、
自
由
に
話
し
合
い

ま
す
。

  

「
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
気
分
で
書
き
出
し
た
り
、
誰

か
に
話
す
こ
と
で
、
自
分
の
考
え
が
は
っ
き
り
と

シ
ン
プ
ル
に
な
り
、
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
り
ま

す
」
と
小
野
さ
ん
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な

が
ら
、
参
加
者
は
笑
顔
で
会
話
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

紫
水
館
で
行
わ
れ
た
研
修
会
に
参
加
し
た
小
松

夕
子
さ
ん
（
85
歳
・
鳥
海
町
伏
見
）
は
「
初
め
て
の

体
験
で
し
た
が
、
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

何
度
も
書
き
直
し
て
い
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

自
宅
で
も
続
け
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

来
年
度
は
由
利
・
大
内
地
域
で
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
あ
ら
た

め
て
自
分
の
思
い
を
再
発
見
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
参
加
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

☎

問

笑顔の終活に向けて

ま
し
た
。

来
年

開
催
を

め
て
自

か
も
し

み
て
は
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子
育
て
支
援
課

児
童
支
援
班

子
育
て
支
援
課

幼
保
推
進
班

市政情報

２
令
和
３
年
４
月
か
ら
の
市
内
認
可
保
育
所

「
利
用
申
し
込
み
」
を
受
け
付
け
ま
す

　

来
年
４
月
か
ら
の
市
内
認
可
保

育
所
の
利
用
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。

保
育
所
の
利
用
条
件　

児
童
の
保

護
者
が
と
も
に
次
の
い
ず
れ
か
の

事
由
に
該
当
し
て
い
る
こ
と

○
家
の
外
で
労
働
す
る
こ
と
を
常

　

態
と
し
て
い
る
（
月
48
時
間
以

　

上
）

○
家
の
中
で
子
ど
も
と
離
れ
て
日

　

常
の
家
事
以
外
の
労
働
を
す
る

　

こ
と
を
常
態
と
し
て
い
る

○
出
産
の
前
後（
産
前
産
後
８
週
）

○
病
気
や
負
傷
、
あ
る
い
は
心
身

　

に
障
が
い
を
有
し
て
い
る

○
長
期
に
わ
た
り
病
気
や
心
身
に

　

障
が
い
の
あ
る
家
族
を
常
時
介

　

護
し
て
い
る

○
災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る

○
就
労
を
希
望
し
、
求
職
活
動
を

　

し
て
い
る
（
月
15
日
以
上
）

○
日
中
就
学
し
て
い
る
（
月
48
時

　

間
以
上
）

○
Ｄ
Ｖ
な
ど
特
別
な
支
援
を
要
す

　

る
家
庭
と
判
断
さ
れ
た
場
合

申
し
込
み
の
流
れ

❶
市
に｢

保
育
の
必
要
性｣

の
認
定

　

申
請
お
よ
び
保
育
所
な
ど
の
利

　

用
希
望
申
請
を
す
る

❷
申
請
者
の
希
望
や
保
育
所
な
ど

　

の
状
況
な
ど
に
よ
り
、
市
が
園

　

に
利
用
調
整
を
す
る

❸
利
用
先
の
決
定
後
、
市
か
ら
認

　

定
通
知
書
と
入
所
承
諾
書
が
交

　

付
さ
れ
る

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

○
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育

　

給
付
認
定
申
請
書

○
保
育
所
等
利
用
申
込
書

○
父
母
お
よ
び
60
歳
未
満
の
祖
父

　

母
が
子
ど
も
を
保
育
で
き
な
い

　

こ
と
を
証
明
す
る
も
の
（
稼
働

　

証
明
書
な
ど
）

※

書
類
は
受
付
場
所
ま
た
は
各
保

育
園
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

受
付
期
間　

12
月
１
日
㈫
〜
令
和

３
年
１
月
20
日
㈬
（
土
、
日
、
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

※

入
所
の
承
諾
は
申
し
込
み
順
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

市政情報

３
「
子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
支
援
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
在
宅
で
の
子
育
て
世

帯
を
含
め
た
、
就
学
前
の
お
子
さ

ん
を
養
育
す
る
世
帯
の
経
済
的
な

負
担
軽
減
と
、
安
心
し
て
子
ど
も

を
生
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
一
時
保
育
利
用

料
な
ど
を
助
成
す
る
「
子
育
て

フ
ァ
ミ
リ
ー
支
援
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

助
成
対
象
者　

次
に
掲
げ
る
要
件

を
全
て
満
た
す
方

❶
由
利
本
荘
市
に
住
所
を
有
す
る

　

こ
と

❷
平
成
30
年
４
月
２
日
以
降
に
第

　

３
子
以
降
が
出
生
し
、
か
つ
、

　

そ
の
子
を
含
む
３
人
以
上
の
子

　

を
養
育
し
て
い
る
こ
と

❸
就
学
前
の
子
を
養
育
し
て
い
る

　

こ
と

助
成
対
象
費
用

○
一
時
保
育
利
用
料
（
幼
稚
園
型

　

を
除
く
）

○
病
後
児
保
育
利
用
料

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
利
用
料

○
子
育
て
に
資
す
る
費
用
（
任
意

　

予
防
接
種
費
、
ミ
ル
ク
購
入
費
、

　

紙
お
む
つ
購
入
費
、
離
乳
食
購

　

入
費
、
そ
の
他
）
で
、
就
学
前

　

の
子
に
か
か
る
費
用

助
成
金
額　

１
世
帯
の
年
額
上
限

１
万
５
千
円

助
成
対
象
と
な
る
期
間　

令
和
２

年
４
月
１
日
〜
令
和
３
年
３
月
31

日
（
本
年
度
中
に
第
３
子
が
出
生

ま
た
は
転
入
し
た
方
は
、
そ
の
日

か
ら
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
）

申
請
方
法　

「
子
育
て
フ
ァ
ミ

リ
ー
支
援
事
業
助
成
対
象
者
認
定

申
請
及
び
助
成
金
交
付
申
請
書
」

に
助
成
対
象
費
用
の
領
収
書
な
ど

を
添
付
し
て
申
請
（
年
１
回
）

※

出
生
届
ま
た
は
転
入
届
を
出
さ

れ
た
際
に
、
要
件
を
満
た
し
て
い

る
ご
家
庭
に
窓
口
で
ご
案
内
し
て

い
ま
す
。
申
請
書
は
子
育
て
支
援

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
に
備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

市政情報

１
除
雪  

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

今
年
も
い
よ
い
よ
降
雪
期
に
入

り
ま
し
た
。
積
雪
に
よ
る
交
通
障

害
は
市
民
生
活
や
社
会
・
経
済
活

動
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま

す
。
市
で
は
降
雪
に
よ
る
交
通
障

害
を
防
ぎ
、
市
民
生
活
の
安
定
と

社
会
・
経
済
活
動
の
確
保
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
道
路
除
雪
計

画
に
よ
り
、
安
全
な
道
路
交
通
の

確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
万
全

な
除
雪
体
制
と
円
滑
な
除
雪
作
業

を
行
う
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

県
内
一
広
い
面
積
を
持
つ
本
市

の
道
路
除
雪
延
長
は
車
道
と
歩
道

を
合
わ
せ
て
、
約
１
２
７
３
㌔
に

も
及
び
ま
す
。
市
が
所
有
す
る
除

雪
機
械
は
１
２
８
台
あ
り
、
さ
ら

に
民
間
か
ら
１
６
２
台
の
機
械
を

借
り
上
げ
し
、
18
カ
所
の
出
動
拠

点
か
ら
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

早
朝
に
お
け
る
除
雪
作
業
は
、

遅
く
と
も
７
時
ま
で
に
は
全
地
域

で
の
完
了
を
目
指
し
ま
す
。

　

本
市
で
は
積
雪
が
沿
岸
部
で
50

㌢
以
上
も
し
く
は
内
陸
部
で
１
２

０
㌢
以
上
に
な
っ
た
場
合
「
由
利

本
荘
市
道
路
雪
害
対
策
本
部
」
を

設
置
し
ま
す
。
対
策
本
部
で
は
道

路
の
交
通
確
保
の
強
化
の
た
め
、

各
総
合
支
所
の
連
絡
を
強
化
し
、

相
互
の
応
援
体
制
を
整
え
ま
す
。

な
お
、
令
和
元
年
度
除
雪
費
に
は
、

６
億
５
千
万
円
を
費
や
し
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
一
般
の
方
々
に
対
し
て
、

主
に
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
を
利

用
し
た
運
搬
排
雪
の
た
め
の
雪
捨

て
場
を
指
定
し
て
い
る
地
域
が
あ

り
ま
す
。
屋
根
の
雪
や
宅
地
内
で

や
り
場
の
な
い
雪
は
、
指
定
さ
れ

た
雪
捨
て
場
に
運
搬
し
ま
し
ょ
う
。

雪
捨
て
場
に
は
他
の
運
搬
車
両
や

除
雪
機
械
が
あ
り
ま
す
の
で
、
場

内
で
は
十
分
気
を
つ
け
て
作
業
し

て
く
だ
さ
い
。

　

雪
捨
て
場
を
指
定
し
て
い
る
地

域
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
本
荘…

石
脇
字
田
尻

　

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
広
場

　

（
本
荘
マ
リ
ー
ナ
脇
）

○
矢
島…

矢
島
町
立
石
字
長
泥

　

旧
矢
島
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場

※

本
荘
、
矢
島
以
外
の
地
域
で
排

雪
場
所
に
お
困
り
の
場
合
は
、
各

総
合
支
所
建
設
課
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

市
で
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
を
利
用

し
た
除
雪
状
況
を
確
認
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
、
今
年
度
か
ら
新
た
に

導
入
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
除
雪
車
両
の
現
在

位
置
な
ど
の
情
報
を
、
お
手
持
ち

の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ブ
ラ

ウ
ザ
を
利
用
し
て
専
用
サ
イ
ト
へ

接
続
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
接

続
先
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

迅
速
な
道
路
除
雪
に

　
　
　
　
　

努
め
ま
す

豪
雪
時
の
体
制

排
雪
は

「
指
定
雪
捨
て
場
」
へ

除
雪
車
両
の

 

位
置
情
報
な
ど
を
提
供

❶車道には雪を出さない
宅地内の雪を車道に出さないでください。交通渋
滞や事故の原因となり大変危険です。
❷路上駐車は除雪の妨げに
路上への違法駐車、故障車両の放置はしないでく
ださい。
❸玄関先の除雪は各家庭で
玄関先や車庫から道路へ出る間口の除雪は、各家
庭で行ってください。
❹除雪車には近づかない
除雪車は作業上、前進後退を繰り返すことが多く、
危険ですのでむやみに近づかないでください。 
❺道路上の障害物は撤去を
道路上の支障物件や道路にはみだしている樹木や
生け垣などは、除雪の妨げとなりますので、撤去
やせん定をしてください。 
❻流雪溝以外の道路側溝などに雪を捨てない
水が路面にあふれ、凍結の原因にもなります。

　除雪に関するお問い合わせは、地域ごとの各総
合支所建設課にご連絡ください。
　なお休日・夜間は、宿直または警備会社につな
がりますので、住所・氏名・電話番号などをお伝
えください。その後、除雪担当者から問い合わせ
された方に折り返しご連絡します。

■本荘地域の雪捨て場位置図

■問い合わせ先

【市内認可保育所一覧】
保　育　所　名 電  話  番  号地　　域

２４-６３４１
55-4955
73-2015
53-2115
65-2802
69-2115
33-4616
57-2204

２４-3321
55-4955
73-2011
53-2111
65-2211
69-2110
33-2211
57-2201

本 荘
矢 島
岩 城
由 利
大 内
東由利
西 目
鳥 海

建設管理課

各総合支所
建　設　課

休日・夜間
の連絡先地域・所管課 連絡先

本 荘 保 育 園
風 の 子 保 育 園
ひ か り 保 育 園
石 脇 東 保 育 園
石 脇 西 保 育 園
石 脇 北 保 育 園
中 央 保 育 園
子 吉 保 育 園
石 沢 保 育 園
松 ヶ 崎 保 育 園
小 友 保 育 園
内 越 保 育 園
矢 島 保 育 園
道 川 保 育 園
亀 田 保 育 園
ゆ り 保 育 園
岩 谷 保 育 園
下川大内保育園
上川大内保育園
永 慶 保 育 園
み ど り 保 育 園
川 内 保 育 園
笹 子 保 育 園

22－0662
22－8885
22－0560
22－4183
22－2149
24－3622
23－1313
22－0045
29－2104
28－2054
22－3532
22－3165
27－5656
73－2202
72－2353
53－4191
65－2008
66－2111
67－2149
69－3101
69－2131
57－2010
59－2331

本　荘

矢　島

岩　城

由　利

大　内

東由利

鳥　海

７

ローソン

菅原病院

本荘マリーナ
海水浴場

本
荘
マ
リ
ー
ナ

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

日 

本 

海

本
荘
大
橋

ハローワーク

↑秋田方面

酒田方面↓

雪捨て場



総
務
課
人
事
給
与
班

農
山
漁
村
振
興
課

生
活
環
境
課

管
財
課
（
市
役
所
増
設
棟
２
階
）
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●

収
納
課

基
幹
型
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

市政情報

５
市
人
材
育
成
事
業
「
未
来
ラ
ボ
」

オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

地
域
活
動
や
ま
ち
づ
く
り
に
携

わ
っ
て
き
た
方
か
ら
、
地
域
課
題

の
捉
え
方
や
解
決
方
法
な
ど
の
講

演
（
今
回
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

講
演
）
を
聞
く
こ
と
で
、
互
い
に

学
び
つ
な
が
り
あ
い
、
本
市
で
の

新
た
な
挑
戦
や
幸
せ
な
暮
ら
し
の

ヒ
ン
ト
を
探
し
ま
す
。

開
催
日
時

　

12
月
12
日
㈯ 

15
時
〜
18
時

会
場

　

カ
ダ
ー
レ　

２
階
和
室
１
〜
３

講
師　

佐
藤
飛
鳥
さ
ん
（
ゴ
ロ
ク

　

ヤ
市
場
）…

「
お
野
菜
に
の
せ

　

て
農
家
さ
ん
の
想
い
を
お
ろ

　

す
」
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
ゴ

　

ロ
ク
ヤ
市
場
と
し
て
秋
田
県
産

　

の
農
産
物
の
卸
売
り
を
軸
に
、

　

農
業
の
流
通
改
善
に
取
り
組
ん

　

で
い
る
。

募
集
内
容

○
人
数…

制
限
な
し

○
対
象…

本
市
に
在
住
ま
た
は
在

　

勤
・
在
学
し
て
い
て
、
こ
の
事

　

業
に
興
味
の
あ
る
方

○
参
加
費…

無
料

※

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
12
月

10
日
㈭
ま
で
に
総
務
課
へ
電
話
ま

た
は
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
電

子
申
請
で

お
申
し
込

み
く
だ
さ

い
。

市政情報

８
12
月
は
「
飲
酒
運
転
追
放
県
民
運
動
強
調
月
間
」

12
月
11
日
〜
20
日
は
「
年
末
の
交
通
安
全
運
動
」
期
間
で
す

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
早
め
の
ラ
イ
ト

点
灯
を
心
が
け
、
歩
行
者
は
夜
間

や
薄
暮
時
間
帯
に
出
歩
く
際
は
反

射
材
を
着
用
す
る
な
ど
、
お
互
い

が
交
通
マ
ナ
ー
を
守
り
、
ゆ
と
り

を
も
っ
て
相
手
を
思
い
や
り
な
が

ら
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

　

12
月
は
お
酒
を
飲
む
機
会
が
多

く
な
る
時
期
で
す
。
「
飲
ん
だ
ら

乗
ら
な
い
、
乗
ら
せ
な
い
」
を
心

が
け
、
お
酒
を
飲
ん
だ
人
も
飲
ま

せ
た
人
も
注
意
し
あ
い
な
が
ら
、

飲
酒
運
転
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
降
雪
や
気
温
の
低
下
に
よ

る
路
面
の
凍
結
も
心
配
さ
れ
ま
す

の
で
、
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
安

全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

車
の
運
転
中
、
信
号
機
の
な
い

横
断
歩
道
（
歩
行
者
が
い
な
い
こ

と
が
明
ら
か
な
場
合
を
除
く
）
の

付
近
で
は
、
そ
の
直
前
で
停
止
可

能
な
速
度
ま
で
減
速
す
る
こ
と
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
歩
行
者
が
横

断
し
て
い
る
時
や
横
断
し
よ
う
と

し
て
い
る
時
は
、
横
断
歩
道
の
手

前
で
の
一
時
停
止
が
義
務
と
な
っ

て
い
ま
す
（
道
路
交
通
法
第
38
条

第
１
項
）。違
反
し
た
場
合
に
は
、

横
断
歩
行
者
妨
害
と
し
て
違
反
点

２
点
の
ほ
か
、
普
通
車
で
あ
れ
ば

９
千
円
の
反
則
金
が
科
せ
ら
れ
ま

す
。

　

歩
行
者
の
皆
さ
ん
は
、
道
路
を

横
断
す
る
と
き
は
左
右
の
安
全
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
近
く
に
横
断

歩
道
が
あ
る
場
合
は
、
少
し
遠
回

り
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
安
全
の

た
め
に
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ

う
。

市政情報

６
令
和
３
年
度
「
緑
化
推
進
事
業
」
を

募
集
し
ま
す

　

森
づ
く
り
や
環
境
緑
化
に
対
す

る
市
民
参
加
の
促
進
と
緑
化
思
想

の
普
及
啓
発
を
図
る
た
め
、
町
内

会
な
ど
が
行
う
植
樹
に
助
成
し
て

い
ま
す
。

対
象
者　

森
づ
く
り
活
動
を
行
う

町
内
会
、
そ
の
他
適
当
と
認
め
ら

れ
る
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者

助
成
要
件　

活
動
対
象
地
と
し
て
、

土
地
の
所
有
者
ま
た
は
管
理
者
の

了
解
が
得
ら
れ
て
い
る
場
所
で
行

う
も
の
で
あ
る
こ
と

交
付
対
象
経
費　

森
づ
く
り
活
動

に
直
接
要
す
る
資
材
費
（
苗
木
、

標
柱
な
ど
）

交
付
額　

１
件
当
た
り
上
限
５
万
円

申
込
期
限

令
和
３
年
２
月
26
日
㈮

市政情報

９
基
幹
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

鶴
舞
会
館
２
階
に
移
転
し
ま
す

　

現
在
、
本
荘
由
利
広
域
行
政
セ

ン
タ
ー
２
階
に
配
置
さ
れ
て
い
る
、

「
基
幹
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
が
、
１
月
４
日
㈪
か
ら
鶴

舞
会
館
２
階
へ
移
転
し
ま
す
。
移

転
に
伴
い
、
福
祉
支
援
課
や
中
央

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
よ
り

一
層
の
連
携
強
化
を
図
り
、
福
祉

施
策
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
所
と

し
て
の
機
能
も
同
様
に
な
り
ま
す

の
で
、
要
支
援
者
な
ど
に
つ
い
て

の
ケ
ア
プ
ラ
ン
・
請
求
書
な
ど
に

つ
い
て
も
、
１
月
４
日
以
降
は
鶴

舞
会
館
２
階
の
事
務
所
に
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
１
月
４
日
以
降
の
移
転
先
】

鶴
舞
会
館
（
由
利
本
荘
市
瓦
谷
地

１
番
地
）

☎
24―

６
３
４
５

　

24―

６
２
９
９

市政情報

４
物
品
を
売
り
払
い
ま
す

　

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
、
次
の

物
品
を
売
り
払
い
ま
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
物
品
写
真
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

入
札
物
品
12

○
物
品
名　

日
野
・
ポ
ン
チ
ョ

○
年
式　

平
成
24
年
登
録

○
最
低
売
却
価
格

　

27
万
７
９
７
０
円

○
そ
の
他　

車
検
有
効
期
間
切
れ

　

／
バ
ッ
ク
モ
ニ
タ
ー
故
障
／
エ

　

ア
ー
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
の

　

エ
ア
ー
漏
れ
あ
る
が
故
障
箇
所

　

判
別
で
き
ず

入
札
物
品
13

○
物
品
名　

日
野
・
ポ
ン
チ
ョ

○
年
式　

平
成
24
年
登
録

○
最
低
売
却
価
格

　

27
万
７
９
７
０
円

○
そ
の
他　

車
検
有
効
期
間
切
れ

　

／
給
油
口
の
ふ
た
と
非
常
用
ド

　

ア
開
閉
ス
イ
ッ
チ
の
ふ
た
に
さ

　

び
に
よ
る
腐
食
あ
り

入
札
物
品
14

○
物
品
名　

い
す
ゞ
・
エ
ル
フ

○
年
式　

平
成
18
年
登
録

○
最
低
売
却
価
格

　

45
万
８
３
４
０
円

○
そ
の
他　

車
検
有
効
期
間
切
れ

　

／
車
両
後
面
に
へ
こ
み
あ
り
／

　

車
両
全
体
に
か
け
て
さ
び
に
よ

　

る
腐
食
あ
り

入
札
物
品
15

○
物
品
名　

三
菱
・
ロ
ー
ザ

○
年
式　

平
成
21
年
登
録

○
最
低
売
却
価
格

　

27
万
３
８
７
０
円

○
そ
の
他　

車
検
有
効
期
間
切
れ

　

／
バ
ッ
テ
リ
ー
上
が
り
に
よ
り

　

エ
ン
ジ
ン
始
動
せ
ず
／
乗
降
口

　

ス
テ
ッ
プ
に
腐
食
あ
り
／
ヒ
ー

　

タ
ー
お
よ
び
エ
ア
コ
ン
修
繕
数

　

回
あ
り

公
開
場
所
・
連
絡
先

12
13
大
内
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ

ス
課　

☎
65―

２
２
１
２

14
大
内
総
合
支
所
産
業
課

　

☎
65―

２
２
１
６

15
大
内
教
育
学
習
課

　

☎
65―

２
２
１
０

※

あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

入
札
関
係
書
類
の
交
付
と
公
開
期

間　

12
月
４
日
㈮
〜
11
日
㈮　

９

時
〜
17
時
（
平
日
の
み
）

書
類
交
付
の
場
所　

管
財
課

※

期
間
内
に
書
類
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
方
は
入
札
に
参
加
で
き

ま
せ
ん
。

入
札
日
時 

12
月
16
日
㈬ 

10
時

※

10
時
に
会
場
に
い
な
い
場
合
は

辞
退
し
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

入
札
場
所　

本
荘
由
利
広
域
行
政

セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
隣
）
３
階
学

習
ホ
ー
ル

市政情報

７
「
ス
ト
ッ
プ
！
滞
納
」

窓
口
で
の
相
談
時
間
を
延
長

　

税
金
は
、
暮
ら
し
を
支
え
、
豊

か
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
大
切

な
財
源
で
す
。
市
で
は
納
税
の
公

平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
市
税
な

ど
の
滞
納
者
に
対
し
て
電
話
や
手

紙
の
ほ
か
、
直
接
訪
問
な
ど
で
納

付
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

納
税
の
意
思
が
見
ら
れ
な
い
滞

納
者
に
対
し
て
は
、
債
権
な
ど
の

差
し
押
さ
え
を
行
う
ほ
か
、
特
に

徴
収
が
困
難
な
場
合
は
「
秋
田
県

地
方
税
滞
納
整
理
機
構
」
に
処
理

を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

◆
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

病
気
や
離
職
な
ど
、
や
む
を
得

な
い
事
情
で
税
金
を
納
期
内
に
納

め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
窓
口
業
務
の
時
間
を

　
　
　
　
　
　
　

延
長
し
ま
す

　

12
月
の
木
曜
日
は
夕
方
の
時
間

を
延
長
し
、
市
税
・
国
保
税
の
納

付
と
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

相
談
日
時　

12
月
３
日
㈭
、
10
日

㈭
、
17
日
㈭
、
24
日
㈭
の
そ
れ
ぞ

れ
19
時
ま
で

場
所　

市
役
所
１
階　

収
納
課

◆
便
利
な
〝
口
座
振
替
〞
を

　
　
　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

納
期
の
た
び
に
金
融
機
関
な
ど

へ
足
を
運
ぶ
必
要
が
な
く
、
納
め

忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
申

し
込
み
に
つ
い
て
は
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

FAX

入
札
物
品
❶
〜
❹
に
つ
い
て
は

本
紙
10
月
15
日
号
８
㌻
に
、
❺

〜
11
に
つ
い
て
は
11
月
１
日
号

12
㌻
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

本年度の差し押さえ実績（10月末現在）

預 貯 金
給 与
生 命・損 害 保 険
交 付 要 求
売掛金、賃料ほか

合　計

86
124
13
27
137
387

7,119
5,637
3,502
1,771
12,608
30,637

区　　分 件　数 金　額（千円）

ド
ラ
イ
バ
ー
の
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さ
ん
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区　　分 市　　　長 副　市　長

区　　分 議　　長 副  議  長 議　　員常任・議会運営委員長

手　当　名 内容および支給単価 国の制度との
異同・内容

支給職員一人当たり
平均支給年額

支給実績
（元年度決算）

一 般 行 政
教　  　　 育
消　　  　 防
普通会計計
公営企業等会計計
総　 合 　計
（注）各年における定員管理調査において報告した部門別職員数です。

年度 ２7年 ２8年 ２9年 30年 令和元年 令和２年 過去５年間
の増減数（率）部門別

（注）1　職員数は、一般職に属する職員数です。
2　［　］内は、条例定数の合計です。

部　門
区　分 職　　員　　数 前年度

増減数令和元年度 令和２年度

区　分

6

住民基本台帳
  人口（Ｒ2.1.1）

区　分

（注）人件費には、特別職に支給される給料などを含みます。

（注）1　職員手当には退職手当を含みません。
　　 ２   職員数は平成31年４月１日現在の人数です。

職 員 数
 （A） 計（B）

給　　　　　与　　　　　費　　　（千円）

給　　料 職員手当 期末・勤勉手当

1人当たり
 給与費（千円）
 （B/A）

歳　出　額
 （A）（千円）

人　件　費
 （B）（千円）

実質収支
 （千円）

人件費率
 （B/A）

 （参考）
30年度の
人件費率

年　度
数　値

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100と
　　 した場合の、市職員の給与水準を示す指数です。

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 区　分 一般行政職
消　防　職

（注）1　平均給料月額は、各職種ごとの職員の基本給の平均です。
　　  2　平均給与月額は、給料月額と毎月支払われる諸手当の額を合計したものの平均です。

区　　分 経験年数10年 経験年数20年 経験年数25年 経験年数30年

1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級
（注）1　市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　　2　職務内容は、それぞれの級に該当する代表的な職務です。
　　  3　端数処理のため、割合の合計値は必ずしも一致しません。

（元年度）

（元年度） （各年度決算）

区　　分

区　　分

支給割合 職制上の段階、職務の級など
による加算措置 １人当たりの平均支給額

勤続20年 勤続25年 その他の
加算措置

１人当たりの
平均支給額最高限度額勤続35年 年 度 支給実績 職員1人当たりの

平均支給年額

（注）夜間勤務手当を含みます。
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。



（注）他団体からの派遣職員の着任や帰任は含みません。

採　　　用
退　　　職
定 年 退 職
そ　の　他

「元年度の取得者数」は新たに取得した者で、（）はH30年度以前から引き続き取得している者の人数です。
②介護休暇など　取得なし ③自己啓発等休業　取得なし
④配偶者同行休業　取得なし

区
　 分

育 児
休 業

部 分
休 業

育児短時間
勤務

育児休業等
対象者数

うち育児休業
取得者数

うち部分休業
取得者数

うち育児短時間
勤務取得者数

元年度の取得者数

男性
女性
計

３ （１）
９ （６）
12（７）

０
１
０

０
０
０

29
９
38

１
９
10

０
１
１

元年度に新たに取得可能となった職員

０
０
０

勤務時間

※このほか、療養休暇、組合休暇、
　病気休暇、特別休暇、介護休暇が
　必要と認められる場合に与えられ
　ます。

対　　象

評 価 者

評価期間

評価項目

評価方法

由利本荘市人事評価制度の概要
一般職の全職員（休職などにより実績日数が
１／４未満の職員を除く）
直属の所属長（課長など）を１次評価者、その
上司（部長など）を２次評価者とする。
令和２年４月１日～令和３年３月31日
①実績評価　評価期間内における担当職務の達
　　　　　　成度、質、量、課題などの面から
　　　　　　の評価
②能力評価　評価期間内における日常の職務遂
　　　　　　行を通じて発揮された能力の評価
③態度評価　評価期間内における日常の職務に
　　　　　　対する意欲および態度の評価
①実績評価について、仕事の成果の達成基準に
　より５段階評価を行う。
②能力および態度評価について、役職段階別に
　評価要素を定め５段階評価を行う。
③総合評価について、各評価を点数化したもの
　で５段階評価を行う。

職員数は一般職に属する職員数であり、消防本部には、配置する一般行政職が含まれます。(注)

市長部局

議会事務局

選挙管理委員会事務局

監査委員事務局

農業委員会事務局

教育委員会

消防本部

企業局

区　　　分
級　　　別　　　職　　　員　　　数

定 数
計 部長級 課長級 課長補佐級 主査級班長級 主任級 主事級 その他

総務部

企画調整部

市民生活部

健康福祉部

農林水産部

商工観光部

建設部

まるごと営業部

総合支所（７地域）

会計課

平成17年４月１日
職 員 数

令和２年４月１日
職 員 数 純 減 数 純 減 率

平成17年４月１日～令和２年４月１日における定員管理の数値目標

処分の種類 処分者数

※全対象職員とは、平成31年1月1日から令和元
　年12月31日までの全期間を市長部局に在職し
　た一般職の職員であり、中途に採用された者や
　退職した者、育児休業者などは除いています。

総付与日数　　　（a）
総取得日数　　　（b）
全対象職員数　　（c）
平均取得日数（b）/（c）
消化率　　　（b）/（a）

研　修　名 受講者数

区　　分 受診者数

　職員の健康管理のため、
　毎年健康診断を実施して
　います。

①職員の福祉の状況

②公平委員会の
　業務の状況

　不利益処分に
　関する不服申
　し立ての状況

　　申し立てなし

　勤務条件に関
　する措置の要
　求の状況

　　要求なし
※短時間再任用職員も含みます。

　職員の人事評価について定めた地方公務員法の一部を改正する
法律が平成28年度から施行されており、 本市においても同年度か
ら同法の規定に基づく人事評価制度を実施しています。

　職員の退職管理について定め
た地方公務員法の一部を改正す
る法律が平成28年度から施行さ
れており、本市においても「職
員の退職管理に関する条例」を
制定したほか、同年度から同法
の規定に基づく退職管理を実施
しています。
　なお、課長職以上の職に就い
たことのある再就職者に対し、
再就職情報の届け出を退職後２
年間義務付けており、その届け
出件数は以下のとおりです。
令和元年度の再就職情報の
届け出件数　0件

合　　計

　市では年２回、皆さんからの貴重な税金や国・県
からのお金がどのような予算規模でどれくらい使わ
れているか、市の財政状況を公表しています。９月
30日現在の執行状況は、令和２年度一般会計予算に
おける歳入の収入率が51.4％で、歳出の執行率が
46.9％となっています。

◇問い合わせ先　財政課　☎２４－６２２０

※損益計算書とは、会計期間の事業の経営成績を示したものです。
※貸借対照表とは、財政状態を表したものです。

※予算額には、歳入歳出ともに令和元年度からの繰越分25億5,012万5千円を含みます。

１．営業収益
２．営業費用
　　営業利益
３．営業外収益
４．営業外費用
　　経常利益
５．特別損失
　　当期純利益
前年度繰越利益剰余金
前年度繰越欠損金
当期未処分利益剰余金
当期未処理欠損金

１．業務活動によるキャッシュ・フロー
２．投資活動によるキャッシュ・フロー
３．財務活動によるキャッシュ・フロー
４．現金及び預金の増減額
５．現金及び預金の期首残高
６．現金及び預金の期末残高

437,538
369,329
68,209
18,203
9,323
77,089

0
77,089

1,100,676

1,023,587

927,624
894,139
33,485
333,749
120,017
247,217

318
246,899

0

246,899

442,591
1,338,099
△ 895,508
1,516,676
226,643
394,525
27,402
367,123

0

367,123

142,710
△ 26,758
△ 95,519
20,433
121,460
141,893

270,429
△ 398,428
△ 436,308
△ 564,307
2,195,610
1,631,303

843,552
25,361

△ 448,893
420,020
43,102
463,122

2,065,621
196,139
2,261,760
1,841,278
194,839
270,458
2,306,575
974,148

△ 1,018,963
△ 44,815
2,261,760

資産の部

負債の部

資本の部

地  方  交  付  税

国 庫 支 出 金

市　　　　　税

市　　　　　債

県　支　出　金

繰　　入　　金

繰　　越　　金

地方消費税交付金

諸　　収　　入

地  方  譲  与  税

使用料及び手数料

寄　　附　　金

分担金及び負担金

財　産　収　入

そ　　の　　他

歳　入　合　計

165億3,304万4千円

163億4,938万6千円

79億4,120万0千円

62億7,940万0千円

41億5,742万6千円

26億4,876万6千円

19億8,133万4千円

17億5,000万0千円

10億  724万8千円

6億  200万0千円

4億2,530万4千円

1億7,468万2千円

1億7,044万8千円

1億3,319万8千円

1億5,190万0千円

603億  533万6千円

123億7,923万5千円

92億1,935万7千円

45億2,162万9千円

0千円

9億1,117万7千円

4,000万0千円

19億8,133万5千円

9億9,547万3千円

2億4,197万6千円

2億1,375万2千円

2億  490万8千円

5,673万5千円

5,528万6千円

7,564万9千円

1億1,272万2千円

310億  923万4千円

74.9

56.4

56.9

0.0

21.9

1.5

100.0

56.9

24.0

35.5

48.2

32.5

32.4

56.8

74.2

51.4

資　産　合　計

負 債 資 本 合 計

固定資産
流動資産

固定負債
流動負債
繰延収益
負債合計
資  本  金
剰  余  金
資本合計

28,759,294
2,094,188
30,853,482
14,536,319
648,028
5,601,992
20,786,339
8,074,667
1,992,476
10,067,143
30,853,482

59,262,283
617,879

59,880,162
28,194,230
1,511,660
27,152,580
56,858,470
2,343,252
678,440
3,021,692
59,880,162

ガス事業 水道事業 下水道事業

ガス事業 水道事業 下水道事業 項　　目 予  算  現  額 収  入  済  額 収入率（％）

ガス事業 水道事業 下水道事業

民　　生　　費

総　　務　　費

土　　木　　費

公　　債　　費

教　　育　　費

衛　　生　　費

農 林 水 産 業 費

商　　工　　費

消　　防　　費

災  害  復  旧  費

議　　会　　費

労　　働　　費

予　　備　　費

歳　出　合　計

137億3,864万1千円

136億8,346万9千円

86億8,880万3千円

64億4,607万9千円

64億  980万7千円

29億  278万7千円

28億1,538万9千円

22億4,335万7千円

19億  618万1千円

10億4,736万2千円

2億5,594万4千円

1億  795万5千円

5,956万2千円

603億  533万6千円

59億6,527万3千円

96億5,124万7千円

31億7,198万5千円

29億8,501万5千円

24億9,768万5千円

10億2,271万8千円

9億1,089万9千円

9億6,752万4千円

7億4,438万8千円

1億5,614万4千円

1億3,063万6千円

8,419万1千円

0千円

282億8,770万5千円

43.4

70.5

36.5

46.3

39.0

35.2

32.4

43.1

39.1

14.9

51.0

78.0

0.0

46.9

国民健康保険

後期高齢者医療

診療所運営

休日応急診療所

情報センター

奨  学  資  金

介護サービス

ス キ ー 場

財　産　区

　　 計

90億8,151万0千円

8億8,892万7千円

2億1,317万7千円

1,000万9千円

4億9,451万1千円

5,726万2千円

5,286万9千円

1億5,108万0千円

296万2千円

109億5,230万7千円

39億  714万9千円

2億7,776万8千円

4,630万5千円

271万2千円

1億6,818万4千円

4,060万0千円

5,633万7千円

233万5千円

352万9千円

45億  491万9千円

32億  240万0千円

2億7,667万7千円

7,207万6千円

307万5千円

1億7,650万0千円

1,632万7千円

2,367万9千円

901万4千円

38万4千円

37億8,013万2千円

35.3

31.1

33.8

30.7

35.7

28.5

44.8

6.0

13.0

34.5

43.0

31.2

21.7

27.1

34.0

70.9

106.6

1.5

119.1

41.1

項　　目

会  計  別 予 算 現 額
収 入 済 額
歳　　　 入 歳　　　 出

収入率（％） 支 出 済 額 執行率（％）

予  算  現  額 支  出  済  額 執行率（％）





　家庭に設置しているホームタンクの点検をしましょう。
○タンクの転倒防止対策は万全ですか？
○タンクと配管の結合部分は、タンクが揺れても損傷し
　ない構造になっていますか？
油を取り扱う時は、目を離さず、十分な注意を油を取り扱う時は、目を離さず、十分な注意を
　ホームタンクからポリタンクに移し替えている最中に
目を離したり、移し替えた後にホームタンクのバルブを
閉め忘れたために油が流出した事故が発生しています。

＊午後の方が混雑が少なく、比較的短い時間で済みます。
＊申請書への記入が済んでいる方から受け付けますので、
　記入を済ませてお越しください。
＊令和３年の耕作期間中に使用者証（厚紙）の有効期間
　が過ぎる場合は、更新申請が必要です。
＊共同申請には全員分のハンコと耕作証明が必要です。使用
　者の加入や入れ替えがある場合は、更新申請が必要です。
＊来場の際はマスク着用、咳エチケットおよび手指消毒
　などにご協力お願いします。

問　秋田県総合県税事務所課税第二課
　　☎０１８-８６０-３３４１

油が流出してしまったら、速やかに連絡を油が流出してしまったら、速やかに連絡を
　自分できれいにしたつもりでも、地面にしみこんだ油
は時間が経ってから水路に流出したり、雨が降ったとき
に流れ出たりすることがあり、被害が
拡大してしまいます。もしも油が流出
したら、消防署、警察署、市役所生活
環境課または総合支所、保健所、国交
省子吉川出張所などに速やかに連絡し
てください。
問　消防本部予防課　☎２２ｰ４２８７

 【集合（仮）受け付け日程】

　農業用免税軽油制度は、法律上、令和３年３月31日で終了す
ることになっていますが、制度が継続された場合に対応するた
め、令和３年度使用分の免税証交付申請書の集合（仮）受け付
けを行います。交付を希望する方は、必要書類をご用意の上、
次の会場で申請してください。お住まいの地域以外でも申請で
きます。総合県税事務所由利支所では２月１日から（仮）受け
付けを行いますが、交付が集合（仮）受け付け分よりも遅くな
りますので、できるだけ次の会場で申請手続きをしてください。
　今年度は郵送申請ができます。詳細はインターネットで「秋
田県　免税軽油　令和３年」と検索してご確認ください。

【本荘】東光館（赤田）　※12月４日㈮入れ替え
【大内】上川大内出張所、下川大内出張所　※12月４日㈮入れ替え
【鳥海】笹子出張所※
※移動文庫は、月に１回入れ替えして常設しています。

中央＝中央図書館、岩城＝岩城図書館、由利＝由利図書館、出羽＝出羽伝承館

10時半～11時

10時半～11時半

11時～11時半

10時半～11時

由利

中央

６日㈰

12日㈯
由利

出羽

17日㈭

19日㈯

おはなし劇場 絵本の読み聞かせ、ほか

おはなしでてこい 絵本の読み聞かせ、ほか

おはなしのへや

出演：おはなしたんぽぽの会

18時半～19時10分 中央 大人のための絵本タイム 大人向けの絵本の読み聞かせ、ほか 出演：お話グループにじ

出演：すずめの巣

出演：つくしんぼ

絵本の読み聞かせ、ほか

出演：星のひとみかみしばい、絵本の読み聞かせ、など

10時半～11時 中央 ヨミキカセ・ワールドワイド 出演：国境なき話し手外国語の絵本の読み聞かせ、ほか

10時半～11時 岩城

26日㈯

クリスマスおはなし会

由利の民話シリーズ紙芝居上演ほか民話紙芝居 出演：民話サークル

地　　域
矢   島   ・   鳥   海

会　　　　　場
鳥海総合支所　講堂

受　付　日
12月24日㈭

時　　　　間
10：00～11：30、13：00～14：30

東　　由　　利 東由利総合支所　２階　第３・４・５会議室12月25日㈮ 10：00～12：00
本　　　　　荘

由利地域振興局　３階　大会議室
１月21日㈭ 10：00～11：30、13：00～15：00

大内・岩城・西目・由利 １月22日㈮ 10：00～11：30、13：00～14：30
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※催し物の時間など詳しくは各施設にご確認ください。

㋕カダーレ  ㋐アクアパル 総合体育館  ㋛シーガル  ㋤ナイスアリーナ総

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

～３日　全館休館

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

㋐　㋤　休館日

㋕　休館日

由利本荘市　創業塾　13時～17時　㋕

ジムバトラーグループ　クリスマス　ジャズ　ナイト
　　　　　　　　　開演19時（開場18時半）　入場料あり　㋕

はっぴぃさぁくるフリーマーケット　９時半～14時半　㋕

大人の社会科　６時間目　14時～15時　㋕

第29回高橋宏幸賞感想文・感想画コンクール優秀作品展・
高橋宏幸原画展（～28日）　９時～17時（25日13時から、28日12時まで）　㋕

冬の親子読書教室　10時～11時半　㋕
全日本アンサンブルコンテスト
　　　第43回秋田県中央地区予選（～20日）　入場料あり　㋕

地球温暖化対策に関するセミナー「気候変動とSDGs」　13時半　㋕
クリスマス献血　９時半～16時　㋕

㋐　休館日

㋐　　　休館日
認知症セミナー　13時15分～15時　㋕

総

㋕　㋐　㋛　㋤　休館日

㋕　㋐　㋛　㋤　休館日

㋕　㋐　　　㋛　㋤　休館日総

㋐　　　休館日総

㋕　休館日

Life×Music vol.9　由利本荘ラテン化計画！
　　　　　　　　16時開演（開場15時20分）　入場料あり　㋕

木

相談・問い合わせ相談・問い合わせ
　市役所消費生活センター
　　　　　　　　☎２４-６２５１
　消費者ホットライン
　　　　　　　　☎１８８（いやや）

　インターネット上で個人同士が商品な
どを売買できるフリーマーケットサービ
ス（フリマ）を利用する人が増えています。
生前整理や終活の意識もあり、高齢者に
も広がっています。フリマはスマホ１つ
で手軽に参加できますが「商品が届かな
い」「商品代金が支払われない」などの
相談が寄せられています。



生命の貯蓄体操体験教室
　何歳からでも無理なくできる健康
づくりの体操です。参加無料。
日時　12月10日㈭　10時～11時半
会場　本荘バレエスタジオ（谷地
　町）、善隣館（由利地域）、日新館
　（矢島地域）　３会場同時開催
持ち物　動きやすい服装、バスタオ
　ル、飲み物
申し込み　NPO法人生命の貯蓄体
　 　操普及会由利支部　正木さんへ
　　☎０９０－９６３４－０６４４

社交ダンス体験教室
　初心者の方も大歓迎!
ステップを踏んでみませ
んか。参加無料。
日時　毎週水曜
　　　10時～12時
会場　鶴舞会館　
　　　研修ホール
問　本荘社交ダンスサークル
　　佐々木さんへ
　　☎０９０－７６６５－４７５０

　市では、市民の健康寿命の延伸に向けた取り組みを進めており、
各地域でもさまざまな健康づくり事業を実施しています。お住まいの
地域以外の事業にも、お気軽にご参加ください。

　健康の駅秋田ゆりほんじょうの小規模駅登録団体として、健康づくりに
取り組む自主団体は現在市内に13あり、市民が参加できる活動を定期的
に行っています。お気軽にご参加ください。

 【本荘地域】
インターバル速歩実践会
日時　12月16日㈬　10時～11時
　 （受け付け９時45分から）
会場　ナイスアリーナ
持ち物　動きやすい服装、運動靴、
　タオル、飲み物
定員　50人
申し込み　12月15日㈫まで健康管
　理課へ

 【東由利地域】
リフレッシュ教室（講話と実技）
日時　12月21日㈪　13時～15時
会場　東由利総合支所
講師　シニアヨガインストラクター
　齋藤真弓さん
持ち物　動きやすい服装、運動靴、
　飲み物、タオル
申し込み　12月18日㈮まで東由利
　市民サービス課へ
　☎６９－２１１７

 【鳥海地域】
健康づくり学級　（軽体操）
日時　12月８日㈫　13時半～14
　時半（受け付け13時から）
会場　紫水館
講師　健康アドバイザー　佐々木 
   もと子さん
持ち物　動きやすい服装、飲み物、 
　 フェイスタオル１枚
申し込み　12月４日㈮まで鳥海市
　民サービス課へ　
　☎５７－３５０３

※ご家庭で当日の体温測定を
お願いします。発熱や風邪症
状のある方、体調不良の方は
参加不可。マスク着用にご協
力ください。

■こころの相談日
　臨床心理士による「こころの相談
日」を開催します。家族や仕事、子
育て、学校生活などでお困りのこと
を気軽にご相談ください。
開催日　12月16日㈬
相談時間　10時15分～11時、11時
　15分～12時、13時半～14時15分
会場　本荘保健センター
※１人45分予約制、１日３人まで
申し込み　12月14日㈪まで健康管
　理課へ

■湯ったりほのぼの教室
　感染症拡大防止のため内容を変更
して実施します。参加無料。申し込
み不要。
日時　12月18日㈮
　　　９時半～10時半
会場　鶴舞温泉　中広間
内容　健康相談（※講師の先生を   
　招いた健康教育は中止します）
問　健康管理課

おわび・訂正
　本紙11月１日号「健康だより」
21㌻掲載の風しん第５期予防接
種実施機関追加のお知らせで連絡
先に一部誤りがありました。正し
くは下記のとおりです。おわびし
て訂正いたします。
•本荘第一病院　
　風しんの予防接種に関すること
　　　　　　　　☎２２－０１１１
　人間ドックや健診と同時に行う
　風しん抗体検査に関すること
　　　　　　　　☎２７－１１１７
問　健康管理課

　５月から令和３年３月まで、下
記の集団健診を個別健診へ変更し
ています。

 •４カ月児健診
 •10カ月児健診
 •１歳６カ月児健診
 •２歳児歯科健診
 •３歳児健診

健診対象者へは順次通知を発送し
ますので、通知を確認してからの
受診をお願いします。

問　健康管理課
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<11月１日～ 11月15日受け付け分>

佐々木香穂ちゃん（  俊  さん）石脇

本間　至鳳ちゃん（秋彦さん）内黒瀬

千葉　昊翔ちゃん（  樹  さん）二番堰

小野　蒼叶ちゃん（直也さん）東梵天

高橋　茉花ちゃん（知義さん）薬師堂

佐々木笑満ちゃん（  吏  さん）岩谷町

畠山　織汰ちゃん（洸平さん）西目町出戸

かほ

しほう

こうと

あおと

まのか

え ま

り た

<11月１日～ 11月15日受け付け分>
  「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター
（または総合支所市民サービス課、出張所）にお申し出ください。

戸沢　昭彥さん（旧本荘市功労者・石脇）
　11月11日永眠されました。昭和38年に旧本荘市に奉
職以来、教育次長などの要職を経て平成４年に助役に就
任。２期８年間にわたり市長の補佐役として、市政の発
展と地方自治の向上に尽力されました。平成12年本荘市
地方自治功労。平成18年瑞宝双光章。90歳。

（新田・69歳）

（東由利黒渕・81歳）

（東由利舘合・86歳）

（東由利宿・94歳）

（鳥海町小川・82歳）

（鳥海町上川内・90歳）

（川口・91歳）

（御門・90歳）

（矢島町城内・90歳）

（矢島町七日町・90歳）

（岩城二古・91歳）

（岩城上蛇田・71歳）

（町村・88歳）

（岩野目沢・87歳）

（松本・70歳）

小松勇四郎さん

相庭　　廉さん

伊豆　佖子さん

安住　セツさん

田口　シマさん

吉田とみえさん

高橋　　幸さん

東海林キサ子さん

小笠原良一さん

（薬師堂・83歳）

（松ヶ崎・87歳）

（万願寺・91歳）

（大鍬町・64歳）

（赤田・89歳）

髙橋　行男さん

栁田　　實さん

小野タツ子さん

加納　幸見さん

田口　　勇さん

（松ヶ崎・76歳）

（荒町・96歳）

（鶴沼・93歳）

（石脇・76歳）

（埋田・86歳）

佐々木敏男さん

工藤はるよさん

須田サツ子さん

佐藤テツヱさん

渡邊　久子さん

佐々木時子さん

大塚　京子さん

髙𣘺　新一さん

畑山　藤作さん

鵜沼　收一さん

柴田　フユさん

変更後の相談・受診方法

１．かかりつけ医がある場合
　○受診前に必ず電話相談する
　○かかりつけ医で診療・検査ができない場合は、
　　診療・検査が可能な医療機関へ紹介される
２．かかりつけ医がない場合（または土・日、夜間など）
　○あきた新型コロナ受診相談センター（コールセンター）へ
　　電話相談する
　　【24時間受け付け】　　０１８－８６６－７０５０
　　【８時～17時／毎日】　０１８－８９５－９１７６
　　　　　　　　　　　　 ０５７０－０１１－５６７
　※診療・検査が可能な医療機関は非公表のため、コールセン
　　ターで案内します。

ハタハタ釣りを行う皆さんへ 耕作証明書の交付には
　　　　本人確認書類が必要です

　ルールやマナーを守った行動
にご協力をお願いします。

●漁港の防波堤は波をかぶるこ
　とが多く、大変危険です。
●安全のため、立ち入り禁止表示がある場所には入ら
　ないようにしましょう。
●路上駐車やごみを置き去りにするなどせず、マナー
　を守った行動をしましょう。

　農業委員会では軽油引取免税証（農業用）の交付
申請に必要な耕作証明書を交付しています。手続き
の際は、運転免許証やマ
イナンバーカードなど、
本人確認できる書類をお
持ちください。

11月16日㈪から発熱などの症状がある場合の
相談・受診方法が変わりました

農山漁村振興課　☎２４－６３６１問

農業委員会事務局
☎２４－６２５９

問
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ちょっとひといき・・・

クイズの答え　Q１→１　Q２→３

たくさんの応募、ありがとうございました。

「羽田電線㈱」から
「井島会長オススメのお店の食事券３千円分」を

２人にプレゼント！

111111

佐藤　愛子さん（本荘地域）
佐藤　悦子さん（矢島地域）

　最上川の河口周辺とそこから南に延びる海岸林や
砂浜が鳥獣保護区に指定されています。「チョウジュ
ウホゴク？何それ？」そんな声が聞こえてきそうで
すね。この場を借りて「（最上川河口）鳥獣保護区」
をご紹介します。まず鳥獣保護区とは、国（環境省）
や都道府県が鳥獣の生息状況を踏まえ「鳥獣保護
法」に基づき指定するもので、重要度によって普通
地域や特別保護地区などがあり、狩猟が規制される
ほか特別保護地区の場合は工作物の設置や樹木の伐
採は許認可手続きが必要となります。

　最上川河口鳥獣保護区は国（環境省）が指定（鳥
海南麓自然保護官事務所所管）している保護区で、
全域が普通地域、広さは1,537㌶、東京ドーム約
327個分、酒田市に位置するコスモス童夢だと約
35,200個分に相当します。本保護区は渡り鳥の集
団渡来地であることが指定理由で、越冬のため多く
のハクチョウやカモ類が渡来します。朝靄の飛び立
ちは圧巻で、さらにカモ類を狙うオジロワシやハヤ
ブサなどの猛禽類も見どころの一つです。近年注目
しているのがチュウヒという中型猛禽類で、秋にな
ると最上川の河川敷に姿を現します。河川敷が狩り
場や休息場として利用されています。全国的に数を
減らしており見られる数はわずかですが、最上川河
口は県内随一のチュウヒ渡来地だと思います。鳥海
山・飛島ジオパー
クにはこのような
素晴らしい野鳥の
楽園があるのです。
では “最上川河口
鳥獣保護区” でお
会いしましょう♪

「日本海と大地がつくる水と命の循環」
鳥海山・飛島ジオパーク

リレーコラム
第7２回

「誰も知らない!?
　　最上川河口鳥獣保護区」
鳥海南麓自然保護官事務所
猛禽類保護センター・鳥海イヌワシみらい館

自然保護専門員　長 船 裕 紀 さん

草原に舞うチュウヒ（最上川河川敷にて）

『広報ゆりほんじょう』
１月１日号を飾る「笑顔の
　写真」を募集しています。締め
　切りは12月４日㈮です。応募規
　　定は本紙11月１日号18㌻また
　　は市ホームページをご覧くだ
　　さい。たくさんのご応募お待
　　ちしています!
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採は許認可手続きが必要となります。

市から賀詞と祝い金が
贈呈されました

～これからもお元気で
　　お過ごしください～

満100100歳満100歳
おめでとうございますおめでとうございますおめでとうございます

（大正９年11月13日生まれ・矢島町七日町）

豊島　よねさん


